
 

 

 

 

●対  象 

女性の依存症者の回復に関心のある方 
 

●参加方法 
申し込みは不要です。当日、直接会場まで 

お気をつけてお越しください 
 

●参 加 費 
無料 

 
●アクセス 
 京都市営地下鉄烏丸線、近鉄京都線、 
JR 各線「京都駅」下車、徒歩 5 分 
 
●主  催 
京都女性の回復を支援する会（KLS チーム） 
 

●問 合 せ 
075-741-7125（京都マック） 

 

 

 

KLS チームってなあに？ 

 
 

依存症を持つ女性（以下、当事者女性）は、回復の道を歩くとき様々な「問題」 

を抱えています。例えば、アメリカの調査では「薬物依存症を持つ女性のうち 2～ 

3 人に 1 人は、PTSD 症状を持っている」ことや、「薬物依存症と PTSD 症状を持 

つ女性は、幼少期に身体的、性的な虐待被害を受けていることが多い」ことがわか 

っています。 

   また性別役割分業社会の中で、「女性役割」を生きるなかで、他者優先性が身に 

付き、「他者のケアより自身の回復」を優先させることに困難さを感じる女性が多 

いことも知られています。 

このように、当事者女性が持つ問題は多岐に渡り、1つの機関や自助グループだ 

けでは対応できないのが現状です。そのため、当事者女性の心身の問題にいろいろ 

な角度からアプローチしている多くの機関がネットワークを作り、回復を支える事 

が必要とされていますが、未だそのような環境には程遠いのが現状です。 

当会は、このような現状のなかで、当事者女性が自分のニーズに応じて「オーダ 

―メイド」の回復プログラムを、支援者とともに組み立てていけるような環境を作 

ることを願う、当事者女性、医療関係者、教育関係者、カウンセラー等の専門職の 

女性が集まり、2014年 9月に活動を開始しました。 

 

 




